
 世界では350以上の機関で稼働しているSakaiですが，国内でも全学システムとしてSakaiを採用する大学が現れ，数万人の

ユーザにサービスを提供するようになってきました．また，ポートフォリオについても多くの大学で実験的に導入する大学が増えてき
ました．一方，社会動向としてスマートフォン，ネットワークビデオ，電子書籍などの新しい技術が拡大し，大学教育の場での利用が
始まろうとしています．今回のカンファレンスのテーマとしては，こうした新たな技術を活用するための基盤としてのSakaiにフォーカ
スを当て，国内の各機関での取組報告を交え参加者の皆様と考えていきます． 

また，今回は初日にWorkshopを組入れ，ポートフォリオおよび実践的な導入について集中的なディスカッションをいたします． 

 

■  開催概要 
 

開催日： 2012年3月9日(金) および 10日(土) 

場 所： 法政大学 市ヶ谷キャンパス  (東京都千代田区富士見2-17-1) 

  http://www.hosei.ac.jp/gaiyo/campus/ichigaya/index.html 

主 催： Ja Sakai コミュニティ，Sakai Foundation 

共 催： 法政大学，明治大学，兼松エレクトロニクス，新日鉄ソリューションズ 

後 援： 大学ICT推進協議会 

定 員： 3月9日 30名  /    3月10日 200名 

参加費： 無料 

参加申込：   申し込み用Webサイト ( https://pm.cms.k.hosei.ac.jp/apply/  ) にてお申し込みください。 

申込締切：    2012年2月29日(金) 

 

■ プログラム 
 
第1日目 (3月9日)   Workshop   外濠校舎 S301教室 
 

13:00-17:00 Workshopセッション* 

• Sakai OSPによるePortfolioシステム構築 (コーディネータ： 宮崎 誠 (法政大学)) 
• Sakai CLEによる授業支援システム構築 (コーディネータ： 常盤 祐司 (法政大学)) 

 
*システム構築を計画されている方を対象とした実践的なセッションを予定しています． 

 

第2日目 (3月10日)   招待講演および発表  外濠校舎 S407教室 
 

10:00 - 10:15  Opening Remarks 八名 和夫 (Ja Sakai 代表, 法政大学) 

10:20 - 12:00 招待講演セッション Ⅰ 

“Sakai 最新情報”    Ian Dolphin (Executive Director, Sakai Foundation) 

 

“ビデオ教材管理配信システム Opencast/Matterhorn Project”  
   Mara Hancock (Director for Educational Technologies, UC Berkeley) 

 

13:30 - 14:20 招待講演セッション Ⅱ 

“NYU Sakai OAE Project” (仮題) 

        Lucy Appert, PhD (Director of Educational Technology Liberal Studies Program, New York University) 

 

14:30 - 17:30 一般講演セッション 

• Sakai に関連した8件の講演を予定しています。 
 

18:00 - 20:00 情報交換会 (会費制：4,000円) 

 

■  カンファレンスホームページおよびお問い合わせ 
 

カンファレンスホームページ    

 http://www.ja-sakai.org/confluence/x/XwBU 

 

Ja Sakaiカンファレンス事務局  

  Mail: conf2012@sakaiproject.jp 

第5回 Ja Sakai カンファレンス 
(2012年3月9日，10日開催) 

『Sakaiを基盤とした新たなムーブメントの展開』 

2012.1.17 


